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研究成果の概要（和文）：相対的双曲群とその周辺に関する研究を中心に行い、幾何学的群論的性質、力学系的性質、
粗幾何学的性質、非可換幾何学的性質などを調べた。特に、相対的双曲群の境界について新しい定理を得た。これらの
研究についていくつかの研究集会で講演を行い、また、論文として公表した。例えば、相対的双曲群の幾何学的群論的
性質や力学系的性質について、松田能文氏および山形紗恵子氏との共著論文として公表し、また、粗幾何学的性質や非
可換幾何学的性質について、深谷友宏氏との共著論文として公表した。

研究成果の概要（英文）：My research mainly treated relatively hyperbolic groups and related topics. 
Actually some properties with respect to geometric group theory, dynamical system, coarse geometry, 
non-commutative geometry and so on were studied. In particular some new theorems related to boundaries of 
relatively hyperbolic groups were proved. Such results were presented in my talks in some conferences and 
in papers. For example joint works with Yoshifumi Matsuda and Saeko Yamagata are related to geometric 
group theory and dynamical system. Also joint works with Tomohiro Fukaya deal with coarse geometric and 
non-commutative geometric properties.

研究分野：幾何学
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１． 研究開始当初の背景 

双曲性を何らかの意味で有する非有界な距

離空間や無限離散群は数多くある。例えば、

Gromov による双曲群は双曲性を有する離散

群として広く認知されている。近年、微分位

相幾何学や微分幾何学と深い関係にある幾

何学的群論や粗幾何学と呼ばれる分野にお

いて、双曲群のみならず、部分的あるいは弱

い意味で双曲性を有する離散群の研究が活

発である。その代表例として相対的双曲群が

ある。研究開始当初、私を含む多くの研究者

によって、相対的双曲群とその周辺に関する

より深い研究が進められているという状況

にあった。 

 

２．研究の目的 

研究の目的は、微分幾何学由来の性質である

非正曲率性や双曲性を何らかの意味で有す

る非有界な距離空間や無限離散群、例えば

CAT(0)空間や相対的双曲群に関して、それら

の境界や境界への作用を調べることで、幾何

学的群論的性質、力学系的性質、粗幾何学的

性質、非可換幾何学的性質をより深く理解す

ることであった。 

 

３． 研究の方法 

幾何学的群論的観点、力学系的観点、粗幾何

学的観点、非可換幾何学的観点など様々な観

点から研究を行った。実行する上で、各種研

究集会や勉強会へ参加することで、情報収集

や専門家と議論を行った。また、それらに参

加するだけでなく、運営にもかかわることで、

多くの専門家と情報交換および議論をスム

ーズに行い、本研究を深いものとするよう努

めた。実際、研究集会「Metric geometry and 

analysis （ 京 都 、 ２ ０ １ ３ ）

http://www.ms.u-tokyo.ac.jp/~kida/works

hops/mga2013.html」や「Group actions and 

metric embeddings （京都、２０１５）

http://www.ms.u-tokyo.ac.jp/~kida/works

hops/game2015.html」などの運営に携わった。 

 

４．研究成果 

相対的双曲群や双曲群やCAT(0)空間など双曲

性や非正曲率性といった微分幾何学的性質に

深くかかわる対象に関する研究を中心に行い、

幾何学的群論的性質、力学系的性質、粗幾何

学的性質、非可換幾何学的性質などを調べた。

特に、相対的双曲群や双曲群やCAT(0)空間、

またこれらの直積などの境界やその境界への

作用について研究し、様々な結果を得た。こ

れらの研究について複数回の講演を様々な研

究集会で行い、また、複数の論文として公表

した。実際、相対的双曲群の幾何学的群論的

性質と力学系的性質について、青山学院大学

の松田能文氏および横浜国立大学の山形紗恵

子氏との共著論文として公表した。具体的に

は、相対的双曲構造と幾何学的有限収束作用

の関係に関する現象を深く調べ、また、普遍

相対的双曲構造と普遍幾何学的有限収束作用

の関係に関しても考察した。また、粗幾何学

的性質と非可換幾何的性質にについて、首都

大学東京の深谷友宏氏との共著論文として公

表した。具体的には、相対的双曲群やそれを

直積の因子としてもつ離散群や距離空間など

において、粗幾何学的KホモロジーやRoe環のK

群などの粗幾何学的一般ホモロジーおよび粗

幾何学的一般コホモロジーを相対的双曲群や

CAT(0)群のコロナと呼ばれる良い境界などを

利用して計算することで、粗Baum-Connes予想



などに関する深い理解へとつなげた。 
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